
現代日本における「信頼社会」再構築のための総合的研究

（2012~2016 年度） 

現代日本の最大の課題は、日本社会を信頼できるものに再構築することである。この課題

は東日本大震災以前から存在したが、震災後、信頼の崩壊とその回復・再構築の必要性がい

っそう明瞭になった。そこで本研究は、この課題に総合的に応えることを企図する。そのた

めの方法として、哲学・社会学・障害学・心理学・教育学・子ども支援学・文学の研究者に

よる学横断的な共同研究組織を形成する。各分野は以下のような内容の研究を遂行し、その

成果を全体で共有しつつ、共同研究としての実質を得るように工夫する。 
 
1. 哲学は、「信頼」の認識論的・存在論的根拠を深く問うとともに、その今日的な価値を

探る。 
 
信頼を社会秩序の安定装置として捉えるアリストテレスからルーマンに至るまでの「シ

ステム論」的信頼概念、キルケゴール、レヴィナス、デリダらの絶対的他者を前にしての〈信

頼／裏切り〉の倫理関係、スピノザ、ベルクソン、ドゥルーズ、バディウらの「世界への信」、

超技術時代における現在中心主義（現前中心主義）的でない存在倫理学（ヨナス）などを比

較検討し、「信頼」の脱構築＝再構築の可能性を探る（藤本先生）。 
近代法哲学の中で「信頼」概念がどのような役割を果たしてきたのかという問題を、自然

法論の文脈を念頭に置きつつ、フィヒテ『自然法の基礎』（1796 年）の「信頼」論に即して

解明する（浜野先生・招聘研究員）。 
ジンメルの古典的定義から M・ハルトマンの研究（2011 年）までを視野に収め、「信頼」

の概念を批判的に彫琢する（御子柴先生）。 
道教を中心とする中国の伝統的宗教史を専門とする立場に立脚しつつも、それにとらわれ

ずアジア発の倫理思想について考察し、そこに「信頼社会」の発想を触発する要素があるか

どうかを検討する。（森先生） 
 
2. 社会学は、現代日本社会における「信頼」と「不信」の構造を把握する。 
 
現代日本社会において「信頼」が問題にされているとき、どのような現実がどのような人

びとによっていかに問われているか、また何が求められているのかを、「信頼」の語られ方

を分析することにより明らかにしていく（草柳先生）。 
ポストモダン社会における信頼をプリモダンやモダンとの比較のうえで、またグローバ

ル社会における信頼をナショナルな枠組との対比をとおして、さらに日本社会における信



頼を他の諸国の実状と見比べながら、それぞれ探っていく（山田先生）。 
個人をベースとする新たな社会編成の基盤としての「信頼」という観点から、現代におけ

る信頼社会の可能性を理論的に考察する。特に、N・ルーマンの「社会システム論」及び F・
ハイエクの「自生的秩序論」を補助線としながら、信頼は自由によって基礎づけられると同

時に、自由それ自体が信頼によって確保されるという二重性について探究していく。（畑山

先生・現代人間論系助手） 
 
3. 障害学は、障害をめぐる既存の知の問い直しという視点から、社会を構成する多様な

人々の生を棄損しない新たな「信頼社会」の在り方を構想する（岡部先生） 
 
4. 心理学は、「信頼」の臨床心理学的把握や「不信」の犯罪心理学的分析を論じる。 
 
臨床心理学の分野では、さまざまなストレス状況において、またそれを乗り越えていく過

程において、自己と他者に対する信頼感がどのように影響しているのか、信頼感を育てるに

あたって何が必要とされるのかを論じる（越川先生）。 
犯罪心理学の分野では、成長過程で、安心して他者を信頼する体験を得られなかったこと

が犯罪や非行の一促進要因になっていること、また、彼らが信頼されるという体験を通じて

改善更生していくことについて研究する（藤野先生）。 
 
5. 教育学は、専門職論により学校教育における「信頼」「寛容」の構造を明らかにし、日

本社会における「信頼」再構築の可能性を論じる（沖先生）。 
 
6. こども支援学は、災害復興期における子どもとおとな（支援者）の「信頼」形成プロセ

スに着目し、「信頼」が子どもの回復や成長発達にどのような影響を与えうるのかを探

求する。（安部先生・招聘研究員） 
 
7. 文学は、作品として結晶化した表象に見られる、「信頼」の諸相を明らかにする。 
 
まず「信頼」という言葉（それを示す「絆」のような言葉を含めて）それ自体の符牒とし

ての流通を疑うところから始め、『瓦礫の中から言葉を』の辺見庸の視点を念頭に置きなが

ら、3.11 後のとりわけ詩人の表現について考察する。基点および終点となるのは、中原中也

賞受賞詩人で、トゥレット症候群を患い、仙台で被災した南三陸の詩人・須藤洋平の『あな

たが最期の最期まで生きようと、むき出しで立ち向かったから』であり、特に〈むき出し〉

であるとはどういうことかを、「信頼」との関わりから考える。考察対象としてはほかに、

和合亮一の『詩の礫』、吉増剛造の『裸のメモ』、季村敏夫の『豆手帳から』およびエッセイ

集『災厄と身体―破局と破局のあいだから』、辺見の『眼の海』などを想定している。言葉は



いつどのようなときに〈むき出し〉として読み手に働きかけるのか、それはどう「信頼」と

切り結ぶことになるのかをあきらかにしようとする（堀内先生）。 
「信頼」と「裏切り」は、古代から文学作品における重要なテーマであった。信仰と背信、

社会的契約の遵守と破棄、個人的関係や家族間における約束の履行と不履行、さらには文学

を形作る「言葉」そのものへの信頼と不信など、さまざまなパターンを思い浮かべることが

できる。文学作品において模索されている「信頼」のあり方について、ことに現代日本との

関連を念頭におきながら考察していきたい（松永先生）。 
作品に認められた「信頼」が、当時の社会にどのように希求され、受容されていたもので

あったのかを、広告や文芸時評、読者欄等、各種文献資料を精査し考察する（宮本先生・現

代人間論系助手）。 
現代とはほとんど交叉しないと思われがちな歴史・時代小説に、近年、「なかま」の活躍

する作品がふえている。とくに、3.11 原発震災以後にそれは顕著だ。強い「なかま」たちで

はない。むしろ、弱さやだめさでこそつながる、かけがえのない「なかま」である。「絆」

や「オールジャパン」の掛け声とは正反対の場所で、しずかに、そしてたしかに生成してい

く「なかま」……。これらについては、先頃『時代小説はゆく！「なかま」の再発見』にま

とめたが、今後も動向に注目するとともに、時代小説において「なかま」を自覚的に発見し

た最初の作家、山本周五郎について再考してみたい（高橋先生）。 
 
8. 社会学、文学、心理学を横断する分野を設定し、ライトノベルの作品世界と自閉症とい

う障害との照応関係について、信頼という視点から考える（竹中先生）。 
 
このような学横断的な試みは総合人文科学研究センターに相応しく、この共同研究に基

づく成果発表は同センターの社会的意義を高めるものであると考える。 
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